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(論文内容の要 旨)

本論文のテーマは、 「上か らの建築 と下か らの建築」(「マ クロの視点 とミクロの視点」

「(図面 による)全 体構想 と現場か らの建築」 「全体か ら出発す る建築 と部分か ら出発

す る建築」)とい う図式のもとで ロマネス ク建築の諸モニュメン トの形 を読み取 ること

である。建築 は構想→施工 とい う過程 を経て実現す るが、現実には前 もっての構想段

階ですべ てが決定 され るとは限 らない。構想 が不完全 で未決定部分が残 されたまま施

工に進む場合や施工の途中で変更が生 じた りす ることがあ りうる。 「上か らの建築」と

い う語は前 もっての構想ですべ てが決定づけ られ た状態 を、 「下からの建築」とい う語

は全体の形が不確定なまま施工 が進 んでい く状態 を指す用語 として使 う。一般的には

歴史的建築の解釈 はここで言 う 「上 からの建築」 とい う観点か ら見 られ ることが大半

であろ う。 しかし中世建築では 「下からの建築」 とい う側面が多少 な りともあ り、 こ

うした側面からの考察が不可欠であると考える。本論文は、第一部においてフランス ・

ロマネスク建築 を 「上か らの建築」 と 「下か らの建築」の相互 関係 とい う視点か ら論

じる。第二部 においては 「下か らの建築」 とい う特色 が顕著だ と考 えるイ ングラン ド

のロマネ スクからゴシ ック開始期 の例 をとりあげて、具体的 に検討す る。そ して、最

後に、中世建築の特質 をよ り大局的な観点か ら捉 えるために、中世思想 との形式的類

似性 について考察す る。

第一部 フランス ・ロマネス ク建築(上 か らの建築 と下か らの建築 の相互関係)

第1章11世 紀前半の建築状況

本章 においては、フランスの ロマネスク建築 に見て取れる様式的、技法的不統一、

不均質性 に着 目して、それ を施主の意向 と施工者 の合理主義 との間のせ めぎ合い とし

て解釈 し、本論文全体 の主題 を提示す る。

1-1「11世 紀前半の北 ・中部 フランスのロマネス ク建築」では、北 ・中部 フラン

スの3建築 を対象 とす る。建築活動の停滞 と解 され ることがある彫刻 の劣悪化 は、建築

家が彫刻 をも自己の裁量下に取 り入れ る過程 を示す。また切石 が小 さくなった り、粗

い切石 に変わった りす る現象は、切石術 の厳密 さへの執着 を捨 てて合理化 を志向す る

ものであると解釈 できる。そして文献記事の欠落 は、建築 の担い手 が聖職者 か ら俗人

の建築家に移ったことに起因することが多い。つま りこの時期 は現場の合理主義によっ

て建築が推進 され る段階だ と位置づけられ る。

1-2「 ベルネー修道院教会」では、 この ノルマ ンディ地方 のロマネス ク最初期の
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建築 を取 り上 げる。 ここでは柱 の分節要素の石組 の検討か ら、 ロマネスク期 に発展す

る分節要素が この段階では施主側 か らの意味づ け要素 とい う側面が強 く、他方で施主

の介入のな くなる身廊では極端な合理主義が現れる。 この極端な二元 性がノルマンディ ・

ロマネスクの以後 を決定づ けることになるだろ う。

第2章 ポワ トゥー11世 紀の建築

本章ではポワ トゥー地方11世 紀の建築 を二つの視点から論 じる。ポワ トゥー地方で

は1100年 頃に初 めて合理化への転換が生 じる。従って11世 紀 ポワ トゥー地方では北 ・

中部 フランス と異なるあ り方 を見て とることができる。

2-1「 ポワ トゥー11世 紀建築のモニュメンタル彫刻 建築 と彫刻 の相互関係」で

は、まず11世 紀ポワ トゥーのロマネスク諸建築 に付随す る彫刻 を、その建築内におけ

る配置や石組 との関係か ら観察す る。その結果、建築作業 と彫刻作業 とがどのよ うに

関連 しながら進行 していったのかがわかる。特 に彫刻 の収ま りの悪 さや仕上 げの不完

全 さに注 目す る と、そ うした不規則性が建築 と彫刻の分業 とい う保守的なあ り方 に由

来す ると推察 できる。そしてそれ を修正すべ く様 々な試みが見 られるが、最後の段階

では建築家が彫刻作業 をも統率す る一本化 したシステムを図ってい く。

2-2「11世 紀ポワ トゥー建築 の空 間演 出」では、ポワ トゥーの建築 と彫刻の関係

に見 られ た保守的なあ り方が、建築 の構想者 が非技術畑の出身者だからではないか、

とい う結論 に導かれ る。おそらくそ うした構想者 のあ り方 が、様々な視点か らの空間

効果 を狙 った 「劇場的」空間構成 とつなが る。特 に床 レベルの高低差 を使った空間演

出は中世初期以来改築 を繰 り返 してきたポワチエ洗礼堂 に由来 し、中世初期的伝統 に

ある。空 間のあ りかたも現実か ら隔絶 した特権的空間 と位置づけ うる。

第3章 中世建築 のさまざまな側 面

本章ではこれまで検討 して きた例 を中心 に、 中世建築一般 を三つの側面か ら取 り上

げ、上か らの建築 と下か らの建築の相互関係 とい うあ りかたを具体的 に示す。

3-1「 中世建築 の石組 と組積法」 では、古代か らの石組 の変化過程 を見 る。古

代 ローマのコンクリー ト工法は大量 の労働力 を前提 としてお り、また建築の構想 と施

工が完全 に分離 していたと考 えられるが、中世 においては労働力不足や技術退化 によ

り現場で石工が石 を切 りかつ積む とい うミクロ面が出発点 となる。11世 紀段階の北 フ

ランスでは厚い 目地のmoyenapPareilが 主流だが、これは一方で石工の手積みか ら

の出発 によ り、切石が小 さくな り、中世初期 の不規則 な石組が規則化 され るのだ と説

明できるが、他方 で厚い 目地は旧来 のコンクリー ト工法への適応 を示す、 といった過

渡期段階 と位置づけられ る。つ ま り、マクロとミクロのせ めぎ合いだ と言 える。分節

形式は11世 紀段階では切石の方法 に完全に同化 されない。1100年 以後になると、壁体

分節 と切石術 が結合 し、 ゴシックでは分節要素の切石 が最重要な問題 になるだろ う。
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つま りミクロ面か らの方法 の確立が達成 され る。

32「 中世建築にお ける建築 と彫刻 の相互関係」 では、建築 と彫刻 の関係 とい う

視点で見てい く。彫刻 は石工の手作業の次元 を体現す るに対 し、建築では手作業 の次

元に対す る全体構想や計画的な建築運営が不可欠 である。彫刻 と直結す る切石術 があ

くまで中世建築の基盤 であるが、技術的発展 の時期 には全体構想 ・計画的建築運営が

優先 され、彫刻 は簡素化す る。施 主の関与 も難 しくなるが、それ に対応 してかれ らは

禁欲主義思想 ・合理主義思想 を持ち、建築への関与 を意識的 に控 える傾 向が指摘 でき

る。他方、技術的発展期が限界 に達す ると、建築装飾 としての彫刻 に重点が置かれ る

時期が戻 って くる。

3-3「 中世建築 と幾何学」 では、中世建築家 の方法である幾何学 による形体決定

について、 ゴシックを中心に幾分抽象的 ・理論的に考察する。建築構想 とは、抽象空

間(絶 対空間)に よる構想か ら出発 して身体的空 間を形づ くるとい うものだ、 とい う

視点で論 じれ ば、中世建築 においては、石工の切石作業 に伴 う身体空間のレベル が基

盤であ り、幾何学 は身体的空間 と抽象空間 を媒介す るものだ と言 える。ただ し中世 に

おいては抽象空間の観念が未発達のため、 ゴシック後半 になると幾何学 が媒介性 を失

い身体的空間の次元が喪失 され る、 とい う現象が生 じる、 とい うことが指摘 できる。

第二部 イ ングラン ドの中世建築(下 か らの建築)

第4章 イ ングラン ドの諸例

本章では、イ ングラン ド ・ロマネス クか らゴシック開始期 まで(1100年 頃から1200

年頃まで)の3例 の教会堂建築 を見る。イ ングラン ド中世建築 では、建設途上で状況

に適応 して随時構想変更 を行 うとい う柔軟 さや、建築空間の使用 を考慮 した現実主義

的対応 とい う点で際立 ってお り、そ うした視点か ら分析す る と旧来 の論 の矛盾 を指摘

して新 しい解釈が可能 となる。

4-1「 ダラム大聖堂の年代論」では、今 日まで広 く受 け入れ られている、20世 紀

初めの ビル ソン以来の年代論を再検討 し、新たな年代設定を提示する。南袖廊は ヴォー

ル トで構想→途中変更 し無 ヴォール トで建設→当初案 の とお りヴォール トに変更、 と

い う経緯 をた どるが、 これ まで この経緯 は財政逼迫 と回復 とい う状況の反映である、

とされてきた。 しかし、 これは最初 に完成 した内陣の聖職者空 間(聖 歌隊席)が 使 え

るように修道士の通路 になる南袖廊 を早期 に一旦完成 させ たのだ、 と説 明できる。続

いて建設 され る身廊については、当初無 ヴォール トの構想 であったものをヴォール ト

に変更 した、 とされてきたが、 これも当初か らヴォール トの意図があった、 と考え ら

れ る。つ ま り、身廊開始部 の一見変則 的に見える形は、下層の構造 を上層へ続 ける と

い うや り方が袖廊 で桓楷 になって作用 したため、身廊 では上層 の建設 に際して下層の

形の拘束 を受 けない ような処理 をした結果である。

4-2「 イー リ大聖堂袖廊の建築」では、その一般 に考 えられてい る年代設定 の矛
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盾点 を指摘 して新説を提示す る。聖歌隊席入場 は1106年 だ とされるが、そこへ向か う

「修道士入 口」彫刻 は早 くても1120年 とされてい るのである。 しか し、 ここでは仮の

聖歌隊席 が(ダ ラムと同様)東 翼 に設け られ、南袖廊側廊部がそこへの通路 に当たる

ため南袖廊端側廊が不可欠 であった、そ して1120年 頃 によ うや く交差部下の聖歌隊席

が整 えられ、 「修道士入 口」が同時に建設 されたのである。他方、次の時期 に入 って建

設 され る北袖廊では袖廊端側廊 は作 られ ない。 ここでは南袖廊端側廊の通路機能 が不

要になったか らであると同時 に、工房の交替、あるいは構想変更が起 こるのである。

イー リ袖廊では、空間使用面での現実主義的な対応 をしなが ら、またそれぞれの時点

での状況への適用 を繰 り返 しながら、建築形体 を継承 して全体 を形成 してい く、 とい

うイングラン ドの中世建築 の特徴がはっき り表れ ているのである。

4-3「 カ ンタベ リー大聖堂1174年 以後の建築」では、イ ングラン ドにフランス ・

ゴシ ックを導入す るきっかけとなった、 この大聖堂の内陣建築 を扱 う。それについて

は、同時代文献のかな り詳細な記述により細部までの分析が可能である。この建築は、

特に主祭壇空間presbytery部 分 においてさまざまな不規則な形 を見せている。後 に聖

トマス ・ベケ ッ トの聖遺物容器 が三位一体祭室TrinityChape1中 央 に置かれ ること

になるが、多 くの論者 は主祭壇空間の変則的な形 を、大聖堂修道院組織 のべケッ ト崇

拝への姿勢変化 に対応す る建築構想 の変化 を示す ものだ として解釈 してきた。本論文

では こうした 「イコノグラフィー」的観点は とらない。む しろそ うした形 をもっぱ ら

建設工事 と組織運営の制約か ら説明してい くと、以下の結論 に至 る。 フランス人建築

家サンスのウィ リアムの統制 を逃れたイングラン ド石工職人の恣意的な形体決定が不

規則性の原因であ り、最終的 にウィ リアム もその方向に同調 してい くのである。

中世建築 においては、施主の意向が建築の具体 的な形 にまで及ぶ ことは難 しい。 さ

らに この場合 のように建築家の意志 さえ及ばない不可抗力 が形 を決定づけることもあ

る、 とい うことになる。

第5章 中世思想 と中世建築

本章は、 これまで論 じてきた中世建築 の際立った特徴 としての 「下か らの建築」 と

い う側面 を、よ り大局的な言葉 で記述 し、文化全般のなかで位置づける試みである。

中世建築 と中世思想の形式的類似性 は、思想 から建築への直接的影響 によるのではな

く、同一原理 の現れであると理解すべ きである。つま りスコラ哲学 における信仰 と理

性 とい うパ ラダイムに基づ く発想 と、細部か らの構想 とい う建築の方法 とが対応 して

い る。見えない最終 目標(神 ・建築 の完成形体)が あ り、そのゴール に近づ くための

手段 としての論理学や(建 築の)分 節的形体 が、思想や建築の形式 を洗練 させてい く

のである。
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(論文審査の結果 の要旨)

本論文 は、長年 にわたって西洋中世建築の研究 に取 り組 んできた論者 が、およそ過

去20年 の間に発表 したロマネスク建築 に関す る論文 に、新たに書 き下 ろした論考 を付

け加 えて、本論文 の題名 にある通 り、 「上 か らの建築 と下か らの建築」とい う視点のも

と、全5章 に構成 したものである。既発表の論文 にも、全体 にわたって加筆 されてお

り、充実 した内容 の各章は密接 に結びついて、 ロマネ スク建築 をめ ぐる、ま とま りの

ある優れ た研究 になっている。

中世の建築 では、建築期間が長期 に及ぶ ことが普通 であ り、工事 の進行過程で、必

要に応 じて、当初 の計画か らの変更が行われた と想像 される。図面な どによって明確

な全体構想 を作成 した後 に工事 に着手す る現代の建築 においても、建築家は、現実の

施工過程 で技術的な問題 に直面 した とき、現場でその問題 に対処せね ばならないが、

そもそも前もって明確 な全体構想 が存在 したのかが大いに疑問である中世建築の場 合、

尚更 そ うであっただろ う。現場 の石工の工房 の頭領 といった職人的建築家が、経験的

知識か ら全体像 を探 りなが ら工事を進め、建築の途 中で、その続 きを考 えてい くといっ

たあ り方 が想定できる。論者は、そのような建築 のあ り方 を「下か らの建築」と呼ぶ。

他方、ルネサンス以降は、前 もっての建築家による全体構想が建築 を完全 に決定づ け

る形が理想 とされた。 このような建築のあ り方が、 「上か らの建築」である。実際には、

なん ら全体構想のない 「下か らの建築」 も、また、施工以前の構想 がすべてを完全 に

規定す る 「上 からの建築」 も、極端 な仮定であ り、現実の建築工事 は、 この両者 の問

のどこかに位置 していたと考 えられるだろ う。

しか し、論者は、 ロマネス ク建築 の場合 には、施主 ・建築家の意 向を直接 に反映す

るよ りも、む しろ工事現場で施工す る石工の仕事の論理が前面 に出てくる場 合が多かっ

た考 えてい る。そして、 フランスおよびイギ リスのロマネスク建築 の諸例 を、細部 に

こだわって、丹念 に分析 し、そ こで作用 してい る建築 の論理 を解明 してみせ た。た と

えば 第1章 において、11世 紀前半の北 ・中部 フランスのロマネスク建築 を取 り上 げ、

そこで観察 され る彫刻 の質 の劣悪化 が建築活動の停滞 とも見な されてきたことを疑問

視 し、む しろ、そこでは切石 を小 さくした り、粗 い切石 にす ることによって作業 を効

率化す る、建築の合理化へ の志 向が見 られ るとの見解 が出 される。その一方 で、それ

とは対照的な例 も考察 されている。11世 紀 ポワ トゥー地方 の建築については、そ こに

見 られ る建築 と彫刻 との問の分業 とい うあ り方か ら、建築 の構想が非技術畑 の出身者

によるのではないかとの結論が導かれ、その ような構想者 が、床 レベル の高低差 を生

か した 「劇場的」空間構成 を生み出した とされ る。

また、 「下か らの建築」と 「上か らの建築」とい う枠組みに呼応す るよ うに、本論文

では、上述のよ うな具体的な建築作例 に即 した、細部 に注 目した考察 に加 えて、 より

大きな概括的な視点から、 「中世建築の石組み と組積法」、 「中世建築における建築 と彫

刻の相互関係」、 「中世建築の幾何学」に関す る考察が行われている。 さらに最終章は、
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「中世思想 と中世建築」について論 じ、 「下か らの建築」とい うあ り方 を、よ り大局的

な視点か ら捉 えようとす る非常 に大胆な試みを行 ってい る。 これ らの論考 も、 もちろ

ん、非常に興味深い。 しか し、なん と言 っても本論文 の最 も優れた部分 は、具体的事

例に関す る詳細な考察 である。

ロマネ スクの教会堂建築 に見 られる統一性 と規則性 を欠いた、非合理的 とも思われ

る建築過程が、実は、建築空間の使用 目的 に応 じた現実主義的対応 であ り、長期 にわ

たる建築工事 において生 じる新 たな状況 に対応 した、合理的な判断の結果であること

を顕著 に示す例 として、論者は、第4章 において、イギ リスの3例 の教会堂建築 を分

析 している。なかでも、20世 紀初頭 にビル ソンが呈示 し、近年 に至るまで広 く受け入

れ られてきた、ダラム大聖堂の建築過程 と年代 に関す る通説 を否定 し、論者 が新説 を

展開 した考察 は とりわけ見事である。

ダラム大聖堂の建築 は、東内陣か ら西に向かって進行 したが、その工期は大 きく二

つに分かれる。袖廊 については、最終的に南北両方がヴォール トを持つ ことになるが

北のヴォール トが第1期 に属するのに対 し、南のヴォール トは第2期 に架 されていて、

最初 は、ヴォール トな しの、木骨天井で覆われていた。 このよ うな南北の袖廊の天井

の相違 を、 ビル ソン、ならび に近年 その説の修正 を試 みたサール ビーのいずれ もが、

建築途上 の財政悪化が原因であると考 えた。 しか し、内陣の中央 ヴォール トの完成年

との関連 を考慮 に入れ たとき、 このよ うな著 しい非対称、アンバ ランスな形態 を、単

に財政悪化 とい う事実か ら説明す るのには無理がある。そ こで、論者 は、南北の袖廊

の天井の相違 は、財政 の困窮 によるのではな く、建築 の進行 に伴い使用可能 となった

聖歌隊席への通路 に当たる南袖廊部分 を、当初予定 されていたヴォール トか ら木骨天

井に変更す ることで、その完成 を早 めたか らであるとい う、非常 に説得力のある説 を

出した。つま り、この南北 の天井の形態 の相違 は、通路 を確保す るために南袖廊 の工

期 を縮めるとい う意図に基づ く変更であ り、それ ゆえに、第2期 に至って、身廊部分

に聖歌隊席へ の入 り口が確保できた ときに、南袖廊部分 にもヴォール トが架 け られた

とい うのである。もっ とも、後 にヴォール トを架す予定であれば、仮の木骨天井にし

た段階で、高窓層 をヴォール トを想定 した形 に作ればよいのだが、そ うはなっていな

い。それ は、なぜ なのか。論者 は、それ については、建築家あるいは施主が不用意で

あるとしか言い ようがな く、 このような構想段階でのあいまい さ、長期的な構想 の欠

如がイ ングラン ド的な特色であるとす る。数多 くのロマネスク建築 の作例 を、驚 くべ

きほ どに詳細 に観察 してきた論者な らではの奥深い コメン トである。

以上、審査 した ところによ り、本論文 は博士(文 学)の 学位論文 として価値あるも

のと認め られ る。なお、2012年12月18日 、調査委員3名 が、論文内容 とそれ に関連

した事柄 について 口頭試問を行 った結果、合格 と認めた。
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